
内閣総理大臣杯第56回日本社会人ゴルフ選手権九州予選 

第44回九州社会人ゴルフ選手権 
 

 

【と き】2025年8月28日(木)             ＜主催＞スポーツニッポン新聞社 

【ところ】若松ゴルフ倶楽部              ＜後援＞九州ゴルフ連盟、毎日新聞社 

＜協賛＞アサヒビール、住友ゴム工業、洋服の青山 

 

 

本競技は（公財）日本ゴルフ協会発行のゴルフ規則（2023年1月施行）と、このローカルルールと競技の条件

を適用する。これらの追加・変更については競技に適用される競技規定やプレーヤーへの注意事項を確認のこ

と。下記に参照するローカルルールの全文については2023年1月発行の「ゴルフ規則のオフィシャルガイド」

を参照すること。別途規定されている場合、または適用規則が明示されている場合を除き、ローカルルールの

違反の罰は一般の罰。 

 

 

ロ ー カ ル ル ー ル 

 

１．アウトオブバウンズ（規則18.2） 

アウトオブバウンズは白杭のコース側を地表レベルで結んだ線によって定められる。 

２．ペナルティーエリア（規則17） 

    レッドペナルティーエリアは赤杭または赤線をもって、その限界を標示する。 

(a)ペナルティーエリアの限界が片側だけ定められている場合、そのペナルティーエリアは無限に 

広がっているものとみなす。 

(b)ペナルティーエリアの限界の一部がアウトオブバウンズの境界で定められている場合、その限界は 

アウトオブバウンズの境界と一致する。 

３．異常なコース状態（動かせない障害物を含む）（規則16） 

(a)修理地 

(1)修理地は、青杭、又は白線によってその縁を定める。線と杭が併用されている場合は、 

線がその縁を定める。（定義「修理地」参照）。 

(2) 張芝の継ぎ目：ローカルルールひな型F-7を適用する。 

    (b)動かせない障害物 

集水枡、排水土管、人工の溝、橋、階段および舗装された道路は障害物とみなす。 

４．コースと不可分の部分 

巻物、ワイヤ、ケーブル等で樹木に密着している部分 

５．クラブと球 

(a) 適合ドライバーヘッドリスト：ローカルルールひな型Ｇ-1を適用する。 

(b) 溝とパンチマークの規格：ローカルルールひな型Ｇ-2を適用する。 

(c) 適合球リスト・ローカルルールひな型Ｇ-3を適用する。 

※ 上記のローカル・ルール違反の罰：失格 

６．プレーの中断（規則５.７） 

プレーの中断及び再開の通報は以下の通り。 

    プレーの即時中断 ： １回の長いサイレン 

プレーの中断   ： 連続する３回のサイレン（繰り返し） 

プレーの再開   ： ２回のサイレン 

     注：危険な状況のためにプレーを即時中断する場合、すべての練習区域は委員会がプレーを再開する 

まで閉鎖される。閉鎖された練習場で練習するプレーヤーには練習を止めるように勧告し、 

それでも練習を止めない場合には失格となることがある。 

７．ホールとホールの間の練習（規則5.5b） 

ローカルルールひな型I-2を適用する。 



８．キャディー 

  規則10-3aは次のように修正される。プレーヤーはラウンド中に競技委員会が指定した者以外を自分の 

キャディーとして使ってはならない。本条件の違反の罰は、ローカルルールひな形H-1.2を適用。 

９．スコアカードの提出 

  プレーヤーのスコアカードは、プレーヤーの両足が所定のスコアリングエリアから出た時点で委員会に 

  提出されたことになる。スコアカードを提出する前にスコアリングエリアを離れる必要のあるプレーヤー 

はスコアリングオフィシャルにその意思を告げなければならず、そしてすぐに戻らなければならない。 

 

 

注 意 事 項 

 

１．委員会は競技中を含めいつでも出場に相応しくないと判断した競技者の参加資格を取り消すことがある。 

２．プレーヤーはエチケット違反、または非行があった場合には制裁を受けることがある。また、重大な 

非行があった場合には規則1.2aに基づいて失格とする場合がある。 

３．プレーの進行に留意し先行組との間隔を不当にあけないよう注意のこと。プレーを不当に遅らせた 

場合はペナルティを課す。 

４．競技委員会は規則1.2bに基づき、すべての競技関係者、ギャラリーへの暴言等を含めエチケットの 

重大な違反があったプレーヤーを競技失格とすることができる。 

５．練習は指定練習場にて行い、打撃練習場においては備え付けの球を使用し、スタート前の練習は 

1人1コインを限度とする。 

６．ローカルルールに追加、変更のあるときは、大会受付場所付近に告示する。 

７．会場となる倶楽部の服装規定を遵守すること。服装規定に違反があった場合、初回は注意し、着替えて 

もらうことが望ましい。改めない場合、競技委員会は競技中を含め、いつでも競技者の参加資格を 

取り消すことができる。 

８．コース内は、携帯電話の使用をしないこと。 

９．競技中に発生した疫病や紛失、破損、その他の事故等に際し、主催、協賛、運営、後援、協力等の 

各団体は一切責任を負わない。 

10．ティーマーカーは、一般クラスは青色、シニアクラスは緑色とする。 

 

 

競技委員長 


